
第 197 回 史跡散策の会 

大和の古道に最後の万葉歌碑を訪ねる 

催行日：令和 6 年 10 月 18 日（金） 

行程：ＪＲ柳本駅～黒塚古墳～天理市トレイルセンター～崇神天皇陵～1番・歌碑～ 

大和三山ビュースポット～3・4・5 番歌碑～巻野内石塚古墳～ＪＲ纏向駅＝桜井＝大和八木 

天候：一時雨後曇り 

参加者：（敬称略）岩井 松村 高 野口 国沢             以上 5名 

 

今回は「山の辺の道」にある最後の万葉歌碑を訪ね、ＪＲ案内にある 59のマス目が全て埋

まり「歌碑めぐりロマンラリー」達成の日です。 

  
柳本駅出発                黒塚古墳前にて 

  
山の辺の道 道標にて         「ヤマトトトヒモモソヒメノミコト（卑弥呼）」 



  
何度も通って今まで気付かなかった！     大和三山ビュースポットにて 

1 番の歌碑 額田王の長歌と反歌       （手前から）耳成山 畝傍山…天香久山は左 

これで 59 首全ての歌碑巡り達成。            側に霞んで見えず。 

  

 大和三山ビュースポットにて      生憎 大和三山は曇って背景に写らず ！ 

 

                    



    

 

柿本人麻呂、天智天皇、額田王、大津皇子…。 

桜井市の六古道には「万葉集」にその名を遺す名歌人たちの歌碑が残されています。 

マス目の 59 文字の全部を埋めるのは至難であり、何にしてもこれだけの碑を一人で   

探索され 我々一行を案内して戴いた高主宰に深く敬意を表すものです。 

打ち上げは大和八木駅前お好み焼き「花舎（はなや）」にて    乾杯！ 

「山の辺の道」をいつも北上しているのに今回は南下して余り上り坂もなくほどよい疲れ

であった。本日の歩数は約 17000 歩也。 

ガイド：高さん  写真：岩井さん  レポート国沢さん 


